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　昨年 4月から理事・副総長を拝命し，全学の施設や公正研究，安全衛生，全学技術等に関わる

仕事に専念していますが，元々は，30年強に渡り，宇宙科学，特に極夜を彩るオーロラに関係す

る研究をしてきました。その間，アイソトープとはほとんど関わることはありませんでしたが，

わずかに関係した研究としては，次の二つがあります。

　一つは，1982年に第23次隊員として南極昭和基地で行った大気球実験に関連するものです。こ

れは，オーロラX線（磁気圏から電離圏に降下してきて，減速しながらオーロラを作り出す高

エネルギー電子から制動放射される）をNaI シンチレーターで，電離圏内でプラズマを動かす

電場をダブルプローブという電位差計で，成層圏まで上昇する大型気球を用いて観測しようとい

う実験でした。地上ではできない実験で，アイソトープ協会からコバルト線源を購入して，機器

の動作確認や較正実験を行いました。もう一つは，1989年 2 月に宇宙科学研究所が打ち上げた

オーロラ観測のための「あけぼの」衛星に搭載する磁力計に関わるものです。この機器は，地球

周辺の磁場の変動を測定し，そこに流れている電流の分布や挙動を調べるためのものでした。衛

星の遠地点が地上10,000km 強の高度であったため，良く知られる van･Allen 帯という放射線帯

を頻繁に通る軌道でした。放射線帯には，MeVを超える電子やプロトンが存在しており，搭載

機器の劣化や故障の原因となる可能性がありました。衛星重量の関係から鉛等で遮蔽することも

最小限に押さえねばならず，その対策は重要でした。我々の機器で特に弱いと予想されたのは，

その当時衛星搭載用としては余り使われていなかった16bit の AD変換器で，ラドハード部品で

はありませんでした。そのため，どの程度劣化するか試験することになりました。打ち上げの

2ヶ月前，1988年の大晦日間近に，東京大学のアイソトープ総合センターでドキドキしながら照

射実験を行いました。詳細については記憶が定かではなくなっているのですが，衛星が 1年間に

受ける線量を確か 3 日間位で照射する実験で，悪い予感が当たり 2 日目でAD変換器は壊れま

した。衛星のミッションライフが 3年と設定されているのに，単純に換算すると半年足らずで壊

れるということなので，予備のAD変換器を搭載することになってはいたものの，暗澹たる気

持ちで，根津駅までとぼとぼと歩いて帰ったことを覚えています。幸いにも，私たちの磁力計は

壊れる事はなく，21年経った現在でも宇宙空間で正常に観測を続けています。長期的に少ない線

量でゆっくり照射する場合と短期間で強い線量を照射する場合では，ダメージは異なるというこ

とだと思いますが，あの時の不安な気持ちは今でも鮮明に覚えています。

　その後，18年前に名古屋大学に異動してきてから，放射線と関わることなく過ごしてきていま

したが，昨年理事となり，また関連がでてきました。名古屋大学は，研究重点大学として，最先

端研究を行い世界第一級の成果を出していく事を目指しています。そのためには，研究のハード

巻 頭 言

研究教育基盤施設としてのアイソトープ総合センター

理事・副総長　　藤　　井　　良　　一
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／ソフト双方の基盤を整備維持し，更に充実していくことが必要です。研究に十分なスペースを

供給するという基本的なことから，回線の高速化や電子図書の充実，動物実験施設等の建設・整

備まで多岐にわたります。その中で，アイソトープ総合センターは研究の基盤を支える重要な組

織の一つであると認識しています。センターは，アイソトープを用いた多様な先端研究を支える

とともに，アイソトープの全学管理とコンプライアンスの責任母体として重要な役割を果たして

きていると思います。

　一方で，センターには新たな展開が求められていることも感じられます。例えば，本間センター

長が以前巻頭言で書かれていましたが，低レベルのアイソトープは，最近は管理区域だけでなく

普通の実験室でも使えるようになったとのことです。制限が少なくなれば，アイソトープを使っ

た研究がより実施しやすくなるし，新たな展開も期待できると思います。しかし，アイソトープ

利用の集中と分散の区分けの大きな変更は，管理面では新たな枠組みが必要となります。先日も

本間センター長や柴田教授からセンター旧館の老朽化への対応が喫緊の課題であるということを

伺いましたが，この機会にセンターの役割の整理を行いつつその在り方を十分議論し，将来の発

展計画を示すべき時期であるように感じます。施設の面からも，それに応じて，どこに重点をお

くべきか，センターとも協議しながら考えていきたいと思います。
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研究紹介

イモリ幼生型体側色素帯形成

アイソトープ総合センター

竹　島　一　仁

【はじめに】

センター内でアフリカツメガエル，イモリを飼

育し，これら両生類を材料に初期発生過程でのシ

グナル伝達，中枢神経系の形態形成などを研究し

ています。古典的な実験発生学的手法に加え，ト

ランスジェニックカエル作成，遺伝子解析を含め

た分子生物学的手法が主要な実験手段です。ここ

では，イモリ幼生に特徴的な両体側色素帯につい

て，色素細胞の構成，神経堤細胞からの分化や細

胞移動，それらに関わる成長因子群などここ数年

行っている研究の概要を紹介します。

魚類，両生類など変温脊椎動物の上皮には黒色

のメラノフォア，黄色のザンソフォア，銀青色の

イリドフォアの三種の色素細胞があります。他

方，恒温脊椎動物（鳥類，ほ乳類）ではメラノフォ

アに対応するメラニン細胞だけです。ヒトでは一

種類の色素細胞だけで多彩な髪の毛や瞳が生じる

のですが，これはメラニン細胞が生産するユーメ

ラニン（黒色）とフェオメラニン（黄赤色）の量，沈

着組織構造などの違いによるものです。日本産イ

モリ成体は地域によって「アカハラ」と呼ばれるこ

とからも判るように腹側が赤と黒のまだら模様で

それ以外の頭部，体側，背側域は真っ黒です（図

1 A）。しかし，変態前の幼生（図 1 B，カエルの

オタマジャクシに相当する）は腹側には模様や色

素はなく，頭から尾にかけての背頂と胸部から後

の体側にメラノフォアからなる 2本の色素帯が観

察されます。また，ここには示しませんが，固定

した幼生をアルカリ処理して紫外線を照射すると

鮮やかな白色蛍光を発するザンソフォアが頭部か

ら背ビレ尻ビレを含む胚の背側半身全体に観察さ

れます。

図 1 . アカハライモリ成体（Ａ）とステージ38幼生（Ｂ）
の明視野像。成体では赤橙の地に黒のまだら模様が，
幼生では背頂と体側に黒い色素帯が見られる。

これら色素細胞は神経胚の神経堤細胞に由来し

ます。脊椎動物の発生過程で将来の頭部中枢神経

から尾端脊髄を生ずる神経管が形成された時，こ

の神経堤細胞は神経管の背側と表皮との間に分布

します。発生がさらに進むとこの神経堤細胞は体

の様々な部域に移動，分化，増殖して顔面神経を

含む各種末梢神経，内分泌細胞，色素細胞などに

なります。イモリやカエル幼生の色素帯形成はこ

の活発な神経堤細胞の移動能と多様な分化能の解

析に古くから注目され1 - 4 ），その形成，分布（模様）

に関わる血清因子，ホルモンや皮膚組織構造の研

究などが行われて来ました5 ,･ 6 ）。最近では多くの

色素形成変異体が収集されているゼブラフィッ
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シュやメダカでも関連の研究が盛んに行われてい

ます7 ,･ 8 ）。イモリを研究材料にすることに関して

は，ここ十年ほど野外での成体採取が困難になっ

たこと，遺伝子レベルの解析がかならずしも十分

ではないことなどが研究進展のハードルになって

いることも否めません。しかし，イモリは切除・

摘出した手足，眼（水晶体および網膜）の再生ばか

りか脳などを含め体のほとんどの組織・器官を自

律復元できることから組織再生のモデル実験動物

として改めて脚光をあびています。

【遺伝子導入：エレクトロポレーション法による

mRNAの導入】

私どもは今までヘッジホッグシグナル経路や

TGF- β（Transforming･growth･factor- β）ファミ

リーを構成する遺伝子群の単離や構造解析を行っ

てきた過程で，アフリカツメガエルの遺伝子由来

の各種発現コンストラクトや改変コンストラクト

を自作してきました。また，これら遺伝子群を

胚内で過剰/異所発現させ形態形成に対する影響

を検討するために，発生時期および胚域特異的

にDNAやmRNAを導入する方法を開発しまし

た9）。ここで紹介するエレクトロポレーション法

の特徴のひとつはいわゆる遺伝子「DNA」を導入

するのではなく自作発現コンストラクトから調製

したmRNAを導入する点にあります。ルシフェ

ラーゼ活性を指標とした実験ではmRNA導入の

方がDNA導入より120倍高い活性を示すことが

判っています。また，胚組織最外層と内層の細胞

群に分別導入することも可能です。実験ではアフ

リカツメガエルの分泌性成長因子（BMP：Bone･

morphogenetic･protein，骨形成因子），そのアン

タゴニスト Noggin，その他 BMP 受容体やその

亢進/抑制改変型mRNAをイモリに導入しまし

た。これまでの両者の遺伝子配列解析から予想さ

れたとおり，イモリとアフリカツメガエルにおい

て導入されたmRNAの発現効率や産物の生理活

性に大きな差のないことも確認済みです。実験の

際には，導入位置マーカーおよびエレクトロポ

レーション負荷の対照実験としてクラゲ緑色蛍光

タンパク GFP のmRNAを導入しました。また，

体側色素帯はイモリ幼生で左右対称に形成される

ので導入を片側に限定し他方を対照とすることで

より厳密な実験が可能になります。

【イモリ幼生の神経堤細胞移動と色素帯形成】

神経堤細胞の移動に対する BMPの影響：神経

管が形成される少し前の時期の神経板期に胚の

神経褶域に BMP･mRNAを導入すると神経堤細

胞の移動が抑制され，かなり重篤な形態形成異

常が観察されます。具体的には，右の頭部神経

褶域に GFP･mRNA だけを，左の頭部神経褶域

にGFPと BMP･の両mRNAを混合同時導入した

実験では，右側の鰓組織を中心に表層から深部に

至る広い領域で GFP ポジティブな細胞群が観察

されます。一方，BMPの過剰発現が予想される

左側頭部には GFP 由来の蛍光はほとんど観察さ

れず，発生が進むと共に鰓や顔面器官の欠損/形

成異常が明確になります。複数の因子が神経堤細

胞の移動に関わるといわれていますが，この結果

は BMPもそのひとつであることを示唆するもの

です。しかし，この神経板期胚の体側神経褶域に

BMP･mRNAを導入したときには色素帯形成の大

きな異常は観察されません。発生時期と前駆細胞

の種類により BMPの効果/感受性に差のあるこ

とも推測されます。

体側色素帯形成に対する BMPと Noggin の影

響：親イモリを人工授精させて得た胚を水温20度

で飼育し 6日経過すると図 2 Bの尾芽胚（ステー

ジ26）になります。この時期には色素細胞/色素

顆粒は見られず全体が白黄色を呈しています。前

駆体であるメラノブラスト（メラニン芽細胞）につ

いて細胞組織化学的に検討したところ，尾芽胚に

はメラノブラストもほとんどなく少し発生が進ん

だ段階で体全体にメラノブラストが散在している

ことがわかりました。このことはイモリ幼生の体

側色素帯が尾芽胚以降に神経堤細胞から分化・移

動することを示唆します。

図 2 Aは尾芽胚の体側真皮層にGFP･mRNAを

エレクトロポレーションし 3時間経過した蛍光写
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真で，導入と同時に GFP タンパクの翻訳合成が

進み短時間で導入効果が現れます。図で白く抜け

た領域が実際は緑色の鮮やかな蛍光を呈していま

す。これからさらに 3日飼育すると頭頂から背頂

全長にわたる領域と体側中央帯にメラノフォアが

現れ始め， 5日目で明確な色素帯を認めることが

できます（図 2 D）。図 2は対照実験に相当するも

ので，暗視野像（図 2 C）で GFP が体側色素帯の

中央に観察される一方，明視野像（図 2 D）では正

常色素帯が観察されその形状やメラノフォアの分

布にエレクトロポレーションの影響は全く認めら

れません。

図 3 ．BMP と GFP の両 mRNA を尾芽胚に同時導入
し継続飼育 5 日目の暗視野像（A）と明視野像（B）。
導入位置を中心にメラノフォアの分化増殖が抑制され
その部分で色素帯が欠失している。

尾芽胚の体側真皮層に BMP と GFP の両

mRNAを同時導入し 5 日経過した胚を図 3 に示

します。皮膚組織そのものや周囲の組織に異常な

萎縮や拡張は全くありませんが，導入位置を中心

にメラノフォアが欠失しています。濃度依存性を

持った抑制効果が考えられます。一方，BMPに

結合しその作用を抑える分泌性タンパクNoggin

と GFP の両 mRNAを同時導入し 5 日経過した

胚を図 4に示しました。導入位置を中心にメラノ

フォアが拡張分布しています。背腹軸に沿った分

布は腹側に拡張していて，その効果は背側には全

く及んでいません。これは BMPによる縮退効果

の場合も同様です。この体側背側端の境界線は上

で述べたザンソフォア腹側境界と一致し，ここに

神経堤細胞の移動および複数の因子群の作用境界

があるのかもしれません。BMP受容体の細胞外

結合部位や細胞内構造を改変した機能亢進型ある

いは抑制型コンストラクトから調製したmRNA

の導入実験でも同様の傾向が得られています。今

まで述べてきたものとは異なり体側以外の位置に

BMP と Noggin を異所発現させた場合の興味深

い点を紹介します。腹正中線上にそれぞれをエレ

クトロポレーションで導入した場合，BMPでは

投与量を増加させても色素帯形成は正常なままで

異所発現効果は見られません。しかし，Noggin

を導入すると体側から腹全体にメラノフォアが密

に分布します。この幼生が変態後「アカハラ」にな

るのか「クロハラ」になるのか確認してみたいとこ

ろです。

図 4 ．Noggin と GFP の両 mRNA を尾芽胚に同時導
入し継続飼育 5 日目の暗視野像（A）と明視野像（B）。
導入位置を中心にメラノフォアが分化増殖しその部分
で色素帯が拡張している。色素細胞の数が増加するだ
けでなく色素顆粒の細胞内拡散も広い。

図 2 ．エレクトロポレーション法で
GFP mRNA を尾芽胚に導入し 3 時間
経過した暗視野像（A）と明視野像

（B）。同一胚の継続飼育 5 日目の暗視
野像（C）と明視野像（D）。電圧印
荷による副次的影響などは全くなく，
mRNA の導入位置が的確でその発現
効率の高いことも判る。
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【さいごに】

BMPは Bone･morphogenetic･protein（骨形成因

子）の略ですが動物の体軸形成，各種器官形成に

重要な役割を果たすことから「全身の形態形成に

関わる因子」･Body･morphogenetic･protein といっ

ても過言ではありません。また Noggin による

BMP機能抑制の結果中枢神経が分化する機構は

脊椎動物に普遍的なものとも考えられています。

今回紹介した色素帯形成は BMPが異なった発生

時期/領域で繰り返し発動され多様な作用を示す

一例といえます。幼生期胚の表皮で BMPが発現

していることは確認していますが詳細な分布や

量の解析などは今後の課題です。また，BMPや

Noggin によって一次的に作用を受けるステップ

が前駆細胞の細胞移動なのか，メラノフォアへの

分化なのか，メラノフォア内の色素合成過程なの

か，今後の検証が必要です。
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トピックス

RI 在庫管理システムと出入管理システムの更新

名古屋大学アイソトープ総合センター

小島　久・近藤真理・柴田理尋

1 ．はじめに

放射線事業所には，保有する RI の管理及び放
射線管理区域の出入管理が義務づけられている。
アイソトープ総合センターでは，これを平成 6年
度導入の RI 在庫管理システムと出入管理システ
ムで行ってきたが，旧式化，老朽化が進み，特に
コンピュータはNEC-PC98，OS：MS-DOS であり，
メーカー保守が終了し，修理部品も入手できない
状態となっていた。平成21年 3 月に RI 在庫管理
システムの更新，出入管理システムの中央制御コ
ンピュータおよびソフトウエアの更新を行った。
新システムの機能および改良点を紹介する。

2 ．システム概要および更新部分

RI 在庫管理システムは，日々 RI の動きを入
力し，RI の受入れから，使用，保管，廃棄まで，
施設内のすべての RI の状況を管理し，法令で定
められた帳簿や記録を作成するシステムである。
装置は，管理室内にサーバー 1台，管理者端末 1
台，利用者窓口に利用者端末 1台の構成となって
いる。
出入管理システムは，利用者登録，集計及び各
装置を制御する中央コンピュータ，その配下の 6
フロア13ゲートの管理装置， 7台のハンドフット
クロスモニタ，照明・給排気装置，監視カメラ装
置より構成される。RI 在庫管理システムと出入
管理システムを連結することにより，出入管理シ
ステムによる利用者認証を用いて RI 在庫管理シ
ステムの利用者認証を行い，RI 在庫管理システ
ム利用者端末からの RI 使用入力情報を用い出入
管理システムに貯蔵室入室許可が送られる構造と
なっている。
今回は，RI 在庫管理システムは全更新を，出

入管理システムはシステムの内修理困難となって
いた中央コンピュータとコンピュータで稼働する
制御集計ソフトウエアの更新をした。図 1， 2，
3に更新後の両システムの画面を示す。

図 1 　RI 在庫管理システム　利用者画面

図 2 　RI 在庫管理システム　管理者画面

3 ．新システムの機能および改良点

RI 在庫管理システムは，放射線障害防止法の
最新の改正，文部科学省の指導に対応させ，全帳
簿の書式，集計方法等を見直した。旧システムの
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使いづらかった点の改良，足りない機能の追加等
様々な改良を行った。表 1に機能一覧を示す。利
用者端末からの入力は全面的に見直した。手記入
だった廃棄作業内容を入力可能にし，別様式だっ
た廃棄物の体積管理の記録用紙もシステムに統合
し自動で作られるようにした。利用者からの要望
に応え複数 RI 取扱時の連続入力を取り入れた。
将来へ向け，核種グループ毎に許可数量を設定す
る方式への対応を盛り込んだ。当センターは，現
在150核種と非常に多くの許可核種を持っている
が，核種毎に許可数量を設定する現在の許可条件
では各核種の使用数量の確保が困難となってい
る。総合大学のRIセンターとして様々な使用法，
要望に応えるため多核種の許可は必要だが，全核
種を同時に使用することはなく，合計使用数量は
限られている。複数の核種をまとめたものに許可
数量を設定すれば，多核種と使用量の確保が可能
となる。また廃棄物のクリアランスが導入された
場合を想定し，使用場所を区分し，区分毎に使用
核種を設定することができるようにした。
出入管理システムは，コンピュータの最新化に
より管理機能が大きく改善された。記録様式，集
計等の改良を行い，被ばく集計のための滞在時間
集計が正確にできるようになった。記録作成中は
利用者の登録変更等ができず不便であったのが，
マルチタスクで動作するようになり解消された。
今回は中央制御コンピュータのみの更新で配下の
装置群はそのままであるため，制御関係は同内容
のソフトウエア更新となった。

図 3 　出入管理システム　管理者画面

正面玄関に管理区域の在域人数表示装置を新設
した。在域人数表示と，利用者へのお知らせ表示
を目的に設置したが，利用者から募った季節の写
真等も表示させることにより，利用者の視線を集
められ，雰囲気作りにも役立っている。

4 ．おわりに

RI 在庫管理システムと出入り管理システムは
利用者が毎日使うシステムであり，故障は施設利
用に多大な影響がある。更新前の両システムは，
停電等のため停止させる際，再び動いてくれるか
と不安な装置状態となっていたが，故障の不安か
ら解放された。集計機能改良や処理速度の向上，
帳簿様式の法令適合対応のための不足事項の欄外
記入の解消など，管理業務がより正確に効率的に
行えるよう改善することができた。改良した在庫
管理システムの利用者入力，利用者表示装置も利
用者に好評である。管理者としてはうれしい限り
である。

表 1 　RI 在庫管理システム　機能一覧
利用者入力機能 管理者機能

新
規

・･ 複数 RI をまとめた廃棄物体積管理記録の出力機能
・･ 複数 RI 取扱の連続入力機能
・･ 研究用線源と実習用線源を分けて管理する機能
・･ RI の譲渡，運搬記録作成機能

・･ RI 協会提出用廃棄物引渡票作成機能
・･ 研究室毎の廃棄物料金計算機能
※･許可数量を核種グループ毎で管理する機能

改
良

・･ 使用予定，廃棄予定内容の入力，記録出力機能
・･ RI の分岐入力機能
・･ 利用者にわかりやすい入力画面，入力方法への改良
・･ 記録の印刷速度向上

・･ 現行の法令に準拠した管理，帳票の出力機能
・･ 使用・保管・廃棄・払出しをまとめた帳票作成機能
・･ 任意の期間指定での受入れ ･使用 ･保管 ･廃棄量集計機能
・･ 年度末処理機能
・･ 管理状況報告書，学内実態報告書向け集計機能
※･使用場所区分毎で使用核種を管理する機能

継
続
・･ 入力内容を施設の許可内容と比較し確認する機能
・･ 所属研究室所有のRI 情報を表示し使用RI を選択する機能

・･ 核種毎の減衰計算選択機能
・･ 出入管理システムとの連動機能

※･将来に向け，核種グループ毎の許可数量設定，使用場所毎に使用核種を設定する機能を盛り込んだ。
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講 習 会 ・ 学 部 実 習
（平成21年9月～平成22年2月）

Ａ．本館
講　習　会　名 期　日 担　　当　　者 受講者

利用者講習会 新人オリエンテーション 平成21年 9 月 3 日（木）小島 久 3名
平成21年 9 月15日（火）近藤 真理 6名
平成21年11月19日（木）近藤 真理 1名
平成21年12月15日（火）近藤 真理 3名
平成21年12月24日（木）近藤 真理 2名
平成22年 1 月20日（水）小島 久 4名
平成22年 2 月16日（火）近藤 真理 1名

RI 取扱講習会 講義－ 5（日本語） 平成21年 9 月16日（水）竹島 一仁 24名
講義－ 6（日本語） 平成21年10月22日（木）石田 佳幸 13名
講義－ 6（英語） 平成21年10月22日（木）竹島 一仁 1名
講義－ 7（日本語） 平成22年 1 月14日（木）竹島 一仁 14名
講義－ 7（英語） 平成22年 1 月14日（木）柴田 理尋 4名
実習－12 平成21年 9 月17日（木）林 裕晃，　 石田 佳幸 13名
実習－13 平成21年10月23日（金）林 裕晃，　 竹島 一仁，近藤 真理 15名
実習－14 平成22年 1 月15日（金）竹島 一仁， 石田 佳幸，小島 久 17名

X線取扱講習会 第83回（日本語） 平成21年10月14日（水）中村 嘉行，安達 興一 8名
第84回（日本語） 平成21年11月 5 日（木）柴田 理尋，石田 佳幸 12名
第84回（英語） 平成21年11月 5 日（木）竹島 一仁，石田 佳幸 5名
指導者向け安全取扱実習 平成21年11月10日（火）柴田 理尋，石田 佳幸，林 裕晃，近藤 真理 1名

平成21年11月11日（水）柴田 理尋，石田 佳幸，林 裕晃，小島 久 1名
学部実習 第 2種 工学部　物理工学科 平成21年10月 2 日（金）

吉野 正人，尾尻 将視（TA） 7名
量子エネルギー工学コース 　　　～10月23日（金）

平成21年11月 4 日（水）
吉野 正人，尾尻 将視（TA） 7名

　　　～11月20日（金）
平成21年11月27日（金）

吉野 正人，尾尻 将視（TA） 7名
　　　～12月25日（金）

医学部　医学科 平成21年 9 月 8 日（火）安達 興一，濵田 信義 12名
理学部　生命理学科 平成22年 1 月22日（金）小川 徹，　 金岡 雅浩，三村 覚，

48名
　　　～ 1月28日（木）西岡 典子，牧 貴美香

農学部　資源生物科学 平成22年 2 月 8 日（月）竹島 一仁，束村 博子，上野山 賀久，
21名

　　　～ 2月10日（水）犬飼 義明，難波 陽介（TA），吉田 佳絵（TA）
第 3種 工学部　物理工学科 平成21年10月 2 日（金）

加藤 政彦，小川 智史（TA） 7名
量子エネルギー工学コース 　　　～10月28日（水）

平成21年10月30日（金）
加藤 政彦，小川 智史（TA） 7名

　　　～11月25日（水）
平成21年11月13日（金）

加藤 政彦，小川 智史（TA） 7名
～平成22年 1 月13日（水）

講 習 会 名 実施回数 日　　数
受　　講　　者　　数

日 本 人 外 国 人 計
利用者講習会 7 7 17（ 3 ） 3（ 0 ） 20（ 3 ）
ＲＩ取扱講習会 （講義） 5 5 48（12） 8（ 4 ） 56（16）

（実習）･ 3 3 37（13） 8（ 4 ） 45（17）
Ｘ線取扱講習会 （講義）･ 3 3 19（ 3 ） 6（ 4 ） 25（ 7 ）

（実習）･ 2 2 2（ 0 ） 0（ 0 ） 2（ 0 ）
学部実習 第 2種 6 29 102（23） 0（ 0 ） 102（23）

第 3種 3 5 21（ 1 ） 0（ 0 ） 21（ 1 ）
計 29 54 246（55） 25（12） 271（67）

（　　）内は女性数
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Ｂ．分館
講　習　会　名 期　日 担　　当　　者 受講者

分館利用説明会 平成21年 9 月 2 日（水） 安達･興一，　濵田･信義，　中村･嘉行 8名
平成21年 9 月11日（金） 安達･興一，　濵田･信義，　中村･嘉行 11名
平成21年10月 6 日（火） 安達･興一，　中村･嘉行 5名
平成21年11月 4 日（水） 安達･興一，　濵田･信義 4名
平成21年12月11日（金） 安達･興一，　中村･嘉行 3名
平成22年 1 月19日（火） 安達･興一，　濵田･信義，　中村･嘉行 3名
平成22年 2 月17日（水） 安達･興一，　中村･嘉行 1名

グループ責任者講習会 平成21年 9 月28日（月） 安達･興一 10名
平成21年 9 月29日（火） 安達･興一，　濵田･信義，　中村･嘉行 4名

基礎医学セミナー用ＲＩ講習会 （講義） 平成21年 9 月 7 日（月） 安達･興一 12名
（実習） 平成21年 9 月 8 日（火） 安達･興一，　濵田･信義　 12名

X線新規利用講習会 平成21年10月26日（月） 中村･嘉行 3名
X線新規利用講習会（X線照射装置限定） 平成21年12月16日（水） 中村･嘉行 2名

講 習 会 名 実施回数 日　　数
受　　講　　者　　数

日 本 人 外 国 人 計
分館利用説明会 7 7 33（ 7 ） 2（ 0 ） 35（ 7 ）
グループ責任者講習会 2 2 14（ 2 ） 0（ 0 ） 14（ 2 ）
基礎医学セミナー用RI 講習会 （講義） 1 1 12（ 0 ） 0（ 0 ） 12（ 0 ）

（実習） 1 1 12（ 0 ） 0（ 0 ） 12（ 0 ）
Ｘ線新規利用講習会 1 1 2（ 0 ） 1（ 0 ） 3（ 0 ）
Ｘ線新規利用講習会（Ｘ線照射装置限定） 1 1 2（ 2 ） 0（ 0 ） 2（ 2 ）

計 13 13 75（11） 3（ 0 ） 78（11）
（　　）内は女性数
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平成22年度　アイソトープ総合センター講習会案内

　｢放射線業務従事者資格｣ 取得のための講習会を以下の通り行います。放射線業務従事者資格は安全･
保障委員会の決定により，表 1の 5 種類があります。アイソトープ総合センターでは，第 2種及び第･
3 種資格取得のための講習会を開催しています。表 2の申込み手順に従い ,･必要な講習会を受講して
下さい。

表 1

資　格 取　扱　可　能　業　務 アイソトープ総合
センター主催講習会 参照ページ

第 1 種 非密封 RI，密封 RI，加速器，
放射光，X 線装置 ―― ――

第 1 種
（密封限定） 密封 RI，放射光，X 線装置 ―― ――

第 2 種 非密封 RI，密封 RI，加速器，放射光 RI 講習
（講義及び実習※）

　P.15～
「Ⅰ．RI講習受講案内」

第 2 種
（密封限定） 密封 RI，放射光 ―― ――

第 3 種 X 線装置
（「Ｘ線実習」受講後取扱可能※※） Ｘ線講習（講義） 　P.19～

「Ⅱ．X線講習受講案内」

※　　実習受講の有無については，･P.15「Ⅰ－ 2．実習受講の必要の有無について」を参照。
※※「Ｘ線実習」について詳細は，･P.19「Ⅱ－ 3．Ｘ線実習･について」を参照。

表 2

申　　込　　み　　手　　順
RI 講習 X線講習

ページ 項　目 ページ 項　目

①

取扱予定の業務に対する資格講習を選択する。 表 1

・「実習」受講が必要か判断する。
P.15 Ⅰ－ 2

P.19 Ⅱ－ 3
Ⅰ－ 3

② 日程表から，希望日を選択する。 P.15 Ⅰ－ 1 P.19 Ⅱ－ 1

③

受付期間に間に合うように，提出書類等の準備をする。
〔注〕RI 講習（実習）受講希望者に必要となる特殊健康診断は，･
　　･･受診及び書類を揃える時間を要するので注意する。

・申込方法，提出書類 P.16 Ⅰ－ 4
P.19 Ⅱ－ 2

P.20 Ⅱ－ 4

・特殊健康診断 P.17 Ⅰ－ 5 ―

④

注意事項等を読み，提出先等の間違いのないように申し込む。

・注意事項，提出先，問い合わせ先 P.18 Ⅰ－ 6 P.20 Ⅱ－ 5

・申込書 HPからダウンロード可能
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Ⅰ．RI 講 習 受 講 案 内
Ⅰ－ 1 ．開催日程

課　程 日　　程 受付期間（必着） 課　程 日　　程 受付期間 ( 必着 )
講義－ 1（英） 5月13日（木）

4月 5日（月）
～ 4月19日（月）

講義－ 5 9 月15日（水） 8月17日（火）
～ 8月31日（火）講義－ 2（日） 5月14日（金） 実習－ 9 9 月16日（木）

講義－ 3（日） 5月17日（月） 講義－ 6 10月21日（木） 9月22日（水）
～10月 6 日（水）実習－ 1 5 月18日（火） 実習－10 10月22日（金）

実習－ 2 5 月19日（水） 講義－ 7 1 月13日（木） 12月 8 日（水）
～12月22日（水）実習－ 3 5 月20日（木） 実習－11 1 月14日（金）

実習－ 4 5 月21日（金）

注：講義－ 1は英語の講義
　　講義－ 2・ 3は日本語の講義
　　講義－ 4・ 5・ 6・ 7は日本語・英語併設

実習－ 5 5 月24日（月）
実習－ 6 5 月25日（火）
講義－ 4 7 月 5 日（月）

6月 7日（月）
～ 6月21日（月）実習－ 7 7 月 6 日（火）

実習－ 8 7 月 7 日（水）

対　象：大学院生，職員（実習は，18歳未満の人は受講できません。）
定　員：講義は各50名（講義－ 2・ 3は各80名），実習は各20名
時　間：［講　義］　受　付　 9：00～ 9 ：20　講習時間　 9：30～16：30
　　　　［実　習］　受　付　 9：00～ 9 ：20　講習時間　 9：30～17：00

遅刻・早退者等は法定時間を満たさないため，いかなる理由があっても資格認定
不可となります。

※　例年， 5月の講習は受講希望者が多数になり，受付開始後早い時期に定員になります。

先着順に受け付けますので，受講日が第 2 ・第 3 希望日，もしくは希望日以外となる場合があります。

受付後センターから各自宛に送付される「受講案内」で，受講日を必ず確認して下さい。

※･ 申込後の日程変更はできません。また，同一受付期間の講習会の修了証書は，ほぼ同時に発行されます。

（例： 5／13～25の修了証書は同時に発行）。ご都合の良い日，又は曜日を検討の上お申し込み下さい。

Ⅰ－ 2 ．実習受講の必要の有無について
・名古屋大学内で従事する場合
講義と実習の受講が必要です。相当期間の「見習い期間」設定により，実習に代えることも可能
です。この場合，見習い期間中は単独での業務従事が制限され，必ず教員など放射線業務を熟知し
た者の指導下に作業しなけばなりません。また，事業所によっては，見習い期間設定を認めず，実
習受講を義務づけている施設もありますので，事前に確認の上，実習受講の有無を判断して下さい。
・学外の放射光施設等で従事する場合
学内では放射線業務に従事せず，学外の放射光施設等を使用するために法令で定められた教育訓
練を必要とする場合，講義のみの受講により必要な証明が取得できることがあります。施設により
必要な講習が異なりますので，あらかじめ従事予定施設に確認の上，実習受講の有無を判断下さい。･

Ⅰ－ 3 ．「RI 実習」について
RI 講習の講義と実習は別々の日程で開催されます。ただし「RI 実習」は，講義受講後の者に限り
受講出来ます。講義と実習を同時に申し込む場合は，講義の日よりも前に実習を受けることはできま
せんのでご注意下さい。
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Ⅰ－ 4 ．申込方法
申 込 先：東山地区　アイソトープ総合センター　放射線安全管理室

※　鶴舞地区アイソトープ総合センター分館等では受け付けません。

申込方法：直接窓口に提出，もしくは学内便。電話での申し込みは受け付けません。
※　学内便は 2日以上かかることがあります。〆切日の16：30必着のため，余裕をもって送付し

て下さい。送付後，届いたかどうか確認の電話を入れて下さい。

※　申し込みは受付期間内の先着順です。特に 5月の講習は申込者が多数になりますので，受講

希望日が限られる方は，早めにお申し込み下さい。

提出書類：申し込みパターンに従って，該当する必要書類（枠内参照）を提出して下さい。
※　提出された書類は返却できません。原本あるいはコピー提出の指示は厳守して下さい。

＜申込みパターン＞
◆講義および実習･申込者
　　　　①・②・③を提出･
◆講義のみ 申込者
　　　　①・②を提出
◆実習のみ 申込者（･講義を受講した後，もしくは講義免除の認定を受けた後のみ受講可能･）
　　　　①・②・③・④を提出

①　申込書（研究室責任者押印の原本を提出）
②　身分証明書（申込書裏面に直接コピー　又は　コピーを貼付）：

名古屋大学に籍があることを部局長以上の押印付きで証明した書類
例）学生証・職員証・研究生証のコピー（表裏両面）
在籍証明書（コピーでも可能）

③　特殊健康診断［問診 + 検査（血液・皮膚・眼）］の結果（すべてコピー提出）
職員（ 6ケ月以内）： a）放射線業務従事者特殊健康診断問診票

b）血液・皮膚・眼の検査結果
c）血液像の結果データ

学生（ 1年以内）　： a）放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票
b）血液・皮膚・眼の検査結果
c）血液像の結果データ

☆特殊健康診断の詳細は，P.17「Ⅰ－ 5．特殊健康診断について」を参照。

④　講義の受講済もしくは免除を証明する書類（コピー提出）
受講済の場合…第 1種，第 2種修了証書等

※名古屋大学アイソトープ総合センター主催のRI 講習で受講された
場合は提出不要

免 除 の 場 合…資格申請書及び認定書（両方）
※名古屋大学安全保障委員会に提出・発行されたもの

※  申込受付期間に間に合わない書類は，申込書 備考欄に「○○の添付書類後日提出」と記入し，申し込

み締め切り後に送られる各受講者宛の案内に従い提出して下さい。

※　申し込まれる際，人を介したことが原因で，申し込まれていなかった・他の所に提出して申し込みが

受理されていなかった等のトラブルが起きています。なるべく受講者本人が，書類等を準備・提出し

て下さい。
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Ⅰ－ 5 ．特殊健康診断について
放射線業務に従事する前に，「放射線業務従事者に係る特殊健康診断」（以下「特殊健康診断」という。）の受診が
法律により義務づけられています。アイソトープ総合センター主催「RI 実習」受講者は，受講前に「特殊健康診断」
を受診する必要があります。
「特殊健康診断」ａ）放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票（問診票）

保健管理医，または産業医の総合所見（被ばく歴有無の調査及びその評価），医師名，押印，
年月日必須

ｂ）血液・皮膚・眼の検査結果（検査年月日，医師名必須）
･末しょう血液中の血色素量又はヘマトクリット値，赤血球数，白血球数及び白血球百分率
･白内障に関する眼の検査
･皮膚の検査

学生と職員とでは受診方法や書式が異なります。受診前に各所属部局の担当の掛までお問い合わせ下さい。
（放射線同位元素・放射線発生装置・Ｘ線装置　利用の手引　全学編　参照）

学　　生 職　　員

受診
場所

・保健管理室（問診・血液・皮膚・眼：無料）
5月，7月，10月，12月予定。日程は，事前に掲示。
詳細は保健管理室（東山X.3969）にお問い合わせ
下さい。
・一般の病院（血液・皮膚・眼：有料）
及び保健管理室（問診：無料）

・保健管理室問診
（ 4月，10月予定：無料）
血液・皮膚・眼（前期，後期予定：無料）
・一般の病院（血液・皮膚・眼：有料）
及び保健管理室（問診：無料）

担当掛・
問い合わせ先

所属部局の教務学生掛
又は，所属部局の放射線安全管理室

所属部局の人事労務担当掛
又は，所属部局の放射線安全管理室

所定の
書　式

放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票
（問診受検票）

放射線業務従事者特殊健康診断問診票（問診票）
　及び　健康診断実施通知書（通知書）

受
　
診
　
方
　
法

①　所属部局担当掛で「問診受検票」を入手す
る。

②　「問診受検票」に必要事項を記入する。
従事者記入欄　Ⅱ〕①本年度の業務予定内容
の「非密封RI の取扱い」にチェックすること。

③　保健管理室で，問診の判定及び血液・皮膚・
眼の検査を受診する。
（一般の病院で受診する場合は，下欄参照。）

④　受診したその場で「本人用控え」を受け取
る。

⑤　「本人用控え」は必ず本人が保管する。
RI 講習申込には，コピーを提出する。

⑥　血液データは，後日，担当掛から本人に通
知される。原本は必ず本人が保管する。RI
講習申込には，コピーを提出する。申込み
に間に合わない場合は，申込書の備考欄に
後日提出の旨を記入し，入手次第提出す
る。

［問診］
①　 4月上旬に所属部局担当掛から「特定有害業務等従
事状況届出票」が配付される。放射線業務欄（電離
10～23）に記入して，担当掛に提出する。

②　担当掛から「問診受検票」が配付される。①を行っ
ていない場合は，担当掛に申し出て，入手する。

③　「問診票」に必要事項を記入し，担当掛に提出する。
□　「非密封RI の取扱い」にチェックすること。

④　提出した ｢問診票｣ は ,　後日 ,　医師等の判定・押
印を受けて担当掛から本人に通知されるので，原本
は必ず本人が保管する。RI 講習申込には，コピー
を提出する。

［血液・皮膚・眼］
①　担当掛から「通知書」が配付される。
②　「通知書」に従い，保健管理室で，血液・皮膚・眼
の検査を受ける。

③　後日，結果（血液データも含む）が担当掛から本人
に通知される。原本は必ず本人が保管する。RI 講
習申込には，コピーを提出する。

［職員対象の特殊健康診断の日程が不都合な場合］
5 ， 7 月の RI 実習申込等，職員対象の日程に間に合

わない場合には，以下に従い，学生対象の特殊健康診断
の日に受診することができます。
①　担当掛で「職員専用の問診受検票」を入手する。
②　「職員専用の問診受検票」を持参して，学生対象の
特殊健康診断を受診する。以下，学生の受診方法③
～⑥と同様。

◆一般の病院で血液・皮膚・眼について受診する場合［職員・学生共通］
①･ 一般の病院で，血液・皮膚・眼の検査を受診する。書式は任意。名古屋大学所定の書式を持参して
記入依頼しても良い。

②　名古屋大学所定の問診の書式に必要事項を記入し，血液（末しょう血液中の血色素量又はヘマトクリット
値，赤血球数，白血球数及び白血球百分率のデータ含む）・皮膚・眼の検査結果をすべて添えて，各部局事
務担当掛を通して保健管理室に提出する。

③　保健管理室長の押印後，本人に通知される。原本は必ず本人が保管する。RI 講習申込には，原本の
コピーを提出する。
※②の提出で完了ではありません。必ず③によりアイソトープ総合センター（東山地区）に提出して下さい。
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Ⅰ－ 6 ．諸注意
1 ．申し込み後，各自に送付される「受講案内」を必ずお読み下さい。また，受講予定日 3 日前になっ

ても案内が届かない場合は，ご連絡下さい。
受付〆切後，受講日や講習会場の案内，不足書類の連絡等「受講案内」を各自宛（申込書に記入
された講座宛･又は E-mail）にお送りします。受講希望日は先着順で受け付けますので，定員を超え
た場合は，第 1 希望日以外となっている場合があります。また，会場は，講習日によって異なります。
受講日を間違えて来場された場合や会場間違いで遅刻された場合は，受講できませんので，必ずご
確認下さい。

2 ．講習会に遅刻・早退・途中退出した場合は，資格の取得ができません。
講習時間は法律で定められているため，いかなる理由があっても遅刻・早退・途中退出した場合は，
資格を取得できません。また，当日遅刻・欠席等で受講できなかった場合，同じ受付期間の講習を
受講することはできません。次回以降の講習受付期間に，あらためて申込手続きを行っていただく
ことになりますのでご注意下さい。

3 ．提出物は，すべて〆切日の16：30必着です。
①持参される場合は，必ず受付時間内に窓口に提出されるようお願いします。
②学内便は，〆切日必着とします。
③「RI 実習」受講後のレポートを指定期日以内に提出されない場合は，資格取得が遅れたり資格取
得ができなくなったりますので，余裕をもって提出して下さい。

4 ．「コピー提出」と指定されている書類は，必ずコピーで提出してください。
①コピー提出指定書類の原本は，本講習以外でも必要となる重要な書類です。原本を提出された場
合，返却できません。必ず原本は本人が保管し，コピーしたものを提出して下さい。
②申し込み場所にはコピー機はありません。前もってご用意下さい。

5 ．申込後の希望日程の変更はできません。また，受講できなくなったときはご連絡下さい。
受講日に受講できなくなった場合，同一期間での日程変更はできません。･次回以降の受付期間に
再度申し込んでいただくことになります。申込時によく考慮して，希望日を選んでください。また，
無断欠席された場合，次回の講習会の受講をお断りすることがあります。受講できなくなったとき
は，事前にキャンセルする旨をご連絡下さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
講習会に関する問い合わせ先 及び 申込先：アイソトープ総合センター放射線安全管理室（東山地区） 

〒464-8602　千種区不老町･名古屋大学内
HP［http://www.ric.nagoya-u.ac.jp/licence］
TEL 789－2565　FAX 789－2567
内線　TEL：2565　FAX：2567
※鶴舞・大幸地区からの内線は

TEL：85－2565　FAX：85－2567 
受付時間：9:00～12:00，13:00～16:30 
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Ⅱ．Ｘ 線 講 習 受 講 案 内
Ⅱ－１．開催日程

課　程 日　程 受　付　期　間 定　員 場　　所
Ｘ線85 （日） 5月31日（月）

5月 6日（木）～ 5月21日（金）
150名 野依学術交流館

カンファレンスホールＸ線86
（日） 6月 1日（火） 150名
（英） 6月 1日（火） 20名 アイソトープ総合センター（東山地区）

Ｘ線87
（日） 7月 9日（金）

6月14日（月）～ 7月 2日（金）
50名

アイソトープ総合センター（東山地区）
（英） 7月 9日（金） 10名

Ｘ線88
（日）

10月予定（日付は確定次第案内します）
50名

アイソトープ総合センター（東山地区）
（英） 10名

Ｘ線89 （日） 15名 アイソトープ総合センター分館（鶴舞地区）

対　　象：学部学生，大学院生，職員
時　　間：受　付　13：00～13：20･･　講習時間　13：30～16：30･
講義内容：X線装置の取扱（１時間）・･関連法令（１時間）・人体影響（30分）･

遅刻・早退者等は法定時間を満たさないため，いかなる理由があっても
資格認定不可となります。

Ⅱ－ 2 ．講義「人体影響」の省略について
第 2種資格者で，本講習を受講する者は「人体影響」の講義（30分）を省略することができます（受
講することもできます）。･省略希望者は，申込書の該当欄にチェックし，必要添付書類を添えてお申
し込み下さい。

Ⅱ－ 3 ．「Ｘ線実習」について
名古屋大学では，Ｘ線業務従事者になるために，以下の 2つの教育訓練を受ける必要があります。

1．アイソトープ総合センターが実施する講習会（Ｘ線講習：講義 2時間半）
2．各装置で実施する実習（以下の内容を含み 2時間以上）
・･ 装置の構造（各部の名称と役割の確認）
・･ 装置の取扱（装置の指導，インターロックの確認，停止，緊急停止等）
・･ サーベイメータの正しい取扱と漏洩線量の測定
・･ 運転記録の記入
・･ 緊急時の措置，緊急連絡先等の確認

《Ｘ線装置の取扱いに従事できるようになるまでの手続き》
①･ アイソトープ総合センター主催 「Ｘ線講習（講義）」を受講する。
②･ 受講後，「修了証書」が発行される。
（発行：アイソトープ総合センターより所属部局事務を通して，各自に配付：約２週間）

※学内便が適切に届くために，申込書所属欄に正式な所属を記入して下さい。
③･ 「特殊健康診断」を受診する。（①より前でもよい。受診方法は，P.17参照。）
④･ 所属部局の放射線安全管理室等に「クイクセルバッジ」を申請する。
⑤･ 「クイクセルバッジ」発行後，「Ｘ線実習」を受講する。

詳細は，取扱予定のX線装置を担当する「X線作業主任者」
または「Ｘ線装置管理者」に問い合わせること。

《学外の研究機関においてのみＸ線作業に従事する場合》
名古屋大学所有の装置を利用して「Ｘ線実習」を受ける。または，当該研究機関において十分な
取扱に関する実習を受ける。
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Ⅱ－ 4 ．申込方法
申 込 先：東山地区　アイソトープ総合センター　放射線安全管理室

※　鶴舞地区アイソトープ総合センター分館等では受け付けません。

申込方法：直接窓口に提出，もしくは学内便。電話での申込は受け付けません。
※　学内便でも 2 日以上かかることがあります。〆切日16：30必着のため，余裕をもって送付し

て下さい。送付後，届いたかどうか確認の電話を入れて下さい。

※　申し込みは受付期間内の先着順です。特に６月の講習は申込者が多数になりますので，受講

希望日が限られる方は，早めにお申し込み下さい。

提出書類：該当する必要書類（枠内参照）を提出して下さい。
提出された書類は返却できません。原本あるいはコピー提出の指示は厳守してください。

①　申込書（原本提出，研究室責任者印　必須）
②　身分証明書（申込書裏面に直接コピー　又は　コピーを貼付）：
　　　　　　　　名古屋大学に籍があることを部局長以上の押印付きで証明した書類
③　第 2 種資格を証明する書類：人体影響の講義（30分）免除希望者のみ提出。（コピー提出）

※　申込受付期間に間に合わない添付書類は，申込書の備考欄に「○○の添付書類後日提出」と記入して下さい。
※　申し込まれる際，人を介したことが原因で申し込まれていなかった・他の所に提出して申し込みが受理さ

れていなかった等のトラブルが起きています。なるべく受講者本人が，書類等を準備・提出して下さい。

Ⅱ－ 5 ．諸注意
１．申込後，各自に送付される「受講案内」を必ずお読み下さい。また，受講予定日 3 日前になって

も案内が届かない場合は，ご連絡下さい。
受付〆切後，受講日や講習会場の案内，不足書類の連絡等「受講案内」を各自宛･( 申込書に記入
された講座宛･又は E-mail)･にお送りします。会場も講習日によって異なります。受講日を間違えて
来場された場合や会場間違いで遅刻された場合は，受講できませんので，必ずご確認下さい。

2 ．講習会に遅刻・早退・途中退出した場合は，資格の取得ができません。
講習時間は法律で定められているため，いかなる理由があっても遅刻・早退・途中退出した場合は，
資格を取得できません。また，当日遅刻・欠席等で受講できなかった場合，同じ受付期間の講習を
受講することはできません。次回以降の講習受付期間に，あらためて申込手続きを行っていただく
ことになりますのでご注意下さい。

3 ．申込後の希望日程の変更はできません。また，受講できなくなったときはご連絡下さい。
受講日に受講できなくなった場合，同一期間での日程変更はできません。･次回以降の受付期間に
再度申し込んでいただくことになります。申込時によく考慮して，希望日を選んでください。また，
受講できなくなったときは，事前に欠席する旨をご連絡下さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
講習会に関する問い合わせ先 及び 申込先：アイソトープ総合センター放射線安全管理室（東山地区） 

〒464-8602　千種区不老町･名古屋大学内
HP［http://www.ric.nagoya-u.ac.jp/licence］
TEL 789－2565　FAX 789－2567
内線　TEL：2565　FAX：2567
※鶴舞・大幸地区からの内線は

TEL：85－2565　FAX：85－2567 
受付時間：9:00～12:00，13:00～16:30 
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機　器　紹　介
　新しく機器を設置しました。ご利用下さい。
本　館

機　　器　　名 設置場所 紹　　介　　説　　明

分光光度計　NanoDrop1000
Thermo･Fisher･Scientific 社

405室 1μ L試料の吸光度を測定する装置
広いダイナミックレンジ
　2-3700ng/µL（dsDNA換算）を希釈なしに測定可能
キュベットやキャピラリー不要
非常に高い再現性と正確さ
測定時間　10－20秒／1試料

サーマルサイクラー（PCR装置）
Applied･Biosystems･2720

115室 PCRリアクションチューブ0.2ml を96本もしくは･
96ウェルプレート使用可能
オイルフリー PCRを実行するための105℃に加熱･
するヒートカバーを搭載。
温度設定範囲：4.0～99.9℃
温度表示：最小設定単位0.1℃
サンプル加熱・冷却速度：平均１℃／秒

分　館

機　　器　　名 設置場所 紹　　介　　説　　明

オートウェルガンマシステム
AccuFLEXγ7001（ALOKA） 新館 2階測定室 ・γ線測定装置です。汚染検査から精度を

必要とする測定まで対応出来ます。
・シールド：最大150mmの鉛で･
検出器全面を遮蔽
・検出器：NaI（Tl）3インチウェル型シンチレータ
・マルチチャンネルアナライザー：4,000ch
・測定核種：･
125I,131I,51Cr,57Co,58Co,59Fe,99mTc，･
その他10～2,000keV 任意設定

シンチレーションサーベイメータ
TCS-316Ｈ（ALOKA）　 3台 1階管理区域 ・β線放出核種の表面汚染検査用･

サーベイメータです。
・特殊フィルムを直接100cm2の･
大面積β線用ラギッドシンチレータに･
貼り付けている為，従来のアルミ蒸着･
マイラ製入射窓よりも丈夫。

TCS-172Ｂ（ALOKA） 1階管理区域 ・γ線用のサーベイメータです。
・線量当量率（μ Sv/h）と計数率（S-1）と･
ワンタッチで切り替え可能。
・線量当量率（μSv/h）測定は，エネルギー･
補償形γ線用エネルギー補償回路の内蔵･
により50keV～3MeVのエネルギー範囲で，･
メータ指示値をそのままγ線の1cm線量･
当量率として読むことができます。
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機 器 貸 出 実 績
本　館

機･･器･･，　数　量 貸　出　先 目　的　，内　容

低エネルギーX線用サーベイメーター
NHC4　　1台　×　４回

エコトピア科学研究所 Ｘ線漏洩線量測定に使用

クエンチング用標準線源
Beckman･H－3,･C－14　各10本／セット

理学部 液体シンチレーションカウンタのクエンチング補正に使用

低エネルギーX線用サーベイメーター
NHC4　　1台

環境学研究科 Ｘ線漏洩線量測定に使用

Cs-137校正線源･
JRIA･403

理学研究科 検出器の較正に使用

防災DVD『放射線施設の火災に備えて』 農学部 再教育訓練に使用
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放射線安全管理室からのお知らせ
2010年度　予　定
●本館●
　 4月　１期利用開始（4/2）
　　　　再教育（4/2,･5,･6）
　 5月　冷暖房切換
　　　　特殊健康診断（学生，職員）
　 6月　名大祭・研究所公開予定
　 7月　期末チェック（～7/30）
　 8月　 2期利用開始（8/16）
　　　　廃棄物集荷
　 9月　2009年度利用料金請求
　　　　2010年集荷分廃棄物処分費請求
　10月　冷暖房切換
　　　　特殊健康診断（職員のみ）

●分館●
　 4月　１期利用開始（4/1）
　　　　グループ責任者講習会
　 6月　 2期実験計画書提出期限（6/4）
　 7月　 2期利用開始（7/1）
　　　　上半期利用料金等請求
　　　　施設・設備点検
　 8月　廃棄物集荷
　 9月　 3期実験計画書提出期限（9/3）
　　　　グループ責任者講習会
　10月　 3期利用開始（10/1）
　12月　 4期実験計画書提出期限（12/3）

　11月　漏電調査
　12月　期末チェック（～12/24）
2011年
　 1月　 3期利用開始（1/11）
　 2月　施設・設備点検
　 3月　2011年度利用申請
　　　　期末チェック（～3/25）

（新人オリエンテーションは毎月一回開催，
　開催日は掲示します。）

2011年
　 1月　 4期利用開始（1/4）
　　　　下半期利用料金等請求
　 2月　施設・設備点検
　 3月　2011年度実験計画書提出期限（3/11）
　　　　再教育講習会

（分館利用説明会は，毎月一回以上開催，
　開催日は掲示します。）

委 員 会 の 報 告
第139回運営委員会　　　平成21年9月30日開催
　審議事項
　　 1．第二期中期目標・中期計画について
　報告事項
　　 1．平成22年度概算要求について
　　 2．平成21年度学内補正予算について
　　 3．･コバルト60照射施設利用委員会について
　　 4．省エネルギー推進経費の採択について
　　 5．無線ＬＡＮの設置について
　　 6．他大学学部学生の教育訓練について

第140回運営委員会　　　平成21年12月10日開催
　審議事項
　　 1．平成23年度概算要求の方針について
　　 2．･平成22年度講習及び実習計画（案）に

ついて
　　 3．･アイソトープ総合センター分館長の任

期について
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編　集　後　記

　今，医学部ではかつて基礎研究棟であった古い４階建ての巨大な建物の
解体工事が行われています。丁度，分館管理室の窓からもその様子がよく
見え，古い建物がどんどんと重機によって壊されて，遮られていた空が見
えてきました。部屋の中もずいぶんと明るくなった気がします。それにし
ても，重機のハサミの様な物でコンクリートがサクサクとあっという間に
寸断され，崩れ去る様子を見ていると建物の寿命を感ぜずにはおられませ
ん。そして，コンクリートの瓦礫は重機の口の様なもので噛み砕くように
粉砕されて見事に土に帰りました。そんな様子を見て，人間も死んだら土
になるのだな。１日１日を大切に生きて，最後に心から「ありがとう。」
と言えるような生き方をしたいものだな。と思いました。
　さて，本号より本誌の印刷会社が替わったのですが，お気づきになられ
ましたか？よく違いが分からないかもしれませんが，今度の印刷会社は最
新鋭機材を備え PDFファイル化も可能とのことです。これによって，今
までスキャナーで読み取ってWeb 上に掲載しておりました本誌は見にく
い所がありましたが，今後は印刷物と変わらないクオリティーでインター
ネットからも閲覧が出来ることになると思います。ますます進化していく
「Tracer」をどうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　（Y.N.）

トレーサー編集委員
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